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原
発
規
制
と
「
安

全
最
優
先
」
の
矛
盾

福
島
第
一
原
発
事
故

以
前
、
原
発
に
対
す
る

規
制
は
経
済
産
業
省
・

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が

所
管
す
る
原
子
力
安
全
・

保
安
院
が
担
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
事
故

の
反
省
か
ら
「
規
制
と

推
進
の
分
離
」
が
求
め

ら
れ
、
新
た
に
原
子
力

規
制
委
員
会
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
政
府
や

電
力
会
社
は
「
安
全
を

最
優
先
」
と
言
い
な
が

ら
、
実
際
に
は
「
経
済

性
を
最
優
先
」
と
し
て

い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

第
７
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
本
計
画
と
石
破
政

権
の
矛
盾

石
破
茂
首
相
の
下
で

策
定
さ
れ
た
第
７
次
エ

ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
で

は
、
「
原
発
依
存
度
を

可
能
な
限
り
低
減
す
る
」

と
い
う
文
言
が
削
除
さ

れ
、
「
最
大
限
活
用
」

と
い
う
表
現
が
採
用
さ

れ
ま
し
た
。
自
民
党
総

裁
選
中
に
「
原
発
を
ゼ

ロ
に
近
づ
け
る
努
力
を

最
大
限
す
る
」
と
訴
え

て
い
た
石
破
首
相
の
姿

勢
と
は
矛
盾
し
て
い
ま

す
。

経
済
界
の
主
張
と
具

体
性
の
欠
如

経
済
産
業
省
や
経
済

界
は
、A

I

の
急
速
な
普

及
に
伴
う
電
力
需
要
の

増
加
を
理
由
に
「
最
大

限
活
用
」
を
正
当
化
し

て
い
ま
す
が
、
具
体
的

な
数
字
の
根
拠
は
示
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

L
E
D

照
明
の
省
エ
ネ
効

果
が
原
発
10
基
分
に
相

当
す
る
と
の
試
算
が
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

基
本
計
画
に
は
反
映
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

「
過
去
に
目
を
閉
ざ

す
者
は
現
在
に
も
盲

目
と
な
る
」

原
子
力
規
制
委
員
会

の
石
渡
明
氏
は
、
60
年

以
上
運
転
さ
れ
て
い
る

「
老
朽
原
発
」
の
安
全

性
に
つ
い
て
科
学
的
根

拠
が
欠
如
し
て
い
る
と

批
判
し
て
い
ま
す
が
、

政
府
は
こ
れ
を
無
視
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

第
７
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基

本
計
画
に
対
す
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
は
、

過
去
最
多
の
意
見
が
集

ま
り
、
多
く
が
原
発
の

「
最
大
限
活
用
」
に
否

定
的
で
し
た
。

「
声
な
き
声
」

の
存
在

事
故
後
、
原
発
再
稼

働
に
反
対
す
る
集
会
や

デ
モ
に
参
加
し
た
人
々

の
思
い
を
考
え
る
と
、

反
対
意
見
の
「
声
な
き

声
」
の
数
は
計
り
知
れ

ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
声

を
無
視
す
る
こ
と
は
、

過
去
の
教
訓
を
忘
れ
る

こ
と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

Ｎ
Ｏ

１
６
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『
原
発
回
帰
』
を
回
避
せ
よ

Ｎ
Ｏ
３

熱中症は脳のオーバーヒート （食べもの通信より）

応急処置と予防法

夏の暑 さが年 々厳し さを増し ていま す。暑 さで十 分な

睡眠や食事がとれない。

高齢者 や単身 世帯の 増加など により 、熱中 症のリ スク

が増えています。

昨年も およそ １０万 人が熱中 症で搬 送され 、重症 者の

４人に１人が死亡しています。

回復し ても脳 にダメ ージを受 け、後 遺症が 残るこ とも

あるようです。

熱中症 では、 気温上 昇や体温 の上昇 に伴い 、じつ は、

脳内の温 度も上 昇し、 脳がオー バーヒ ート状 態にな って

いたのです。

手遅れにならない救急搬送のタイミング

防ぎたい後遺症 疑う症状があれば、手早く対応

声をか けて判 断する 「重症度 」暑い 、又は 蒸し暑 い中

にいると き、体 調不良 になった ら熱中 症を疑 います 。さ

らに応急 処置に より回 復してく るのも 、熱中 症の特 徴で

す。

暑い中 で体調 不良の 人がいた ら、ま ず声を かけま す。

意識が怪しければ、すぐに救急車を呼びます。

返事が しっか りして いれば、 まずは 涼しい ところ に移

動して、 水分を 自分で とっても らいま す。水 分補給 も開

始され、 応急処 置も始 まります 。回復 しなけ れば医 療機

関の受診が必要です。

熱中症 の後遺 症とし て認知症 の症状 がでた り、上 手く

歩けない 、物が 呑み込 めない、 指の細 かい動 作がで きな

い症状が出る。後遺症が出ると回復は難しい。

大事な ことは 、いつ も健康的 な生活 を心が け、熱 中症

にかから ぬよう 、夏場 の外出は 無理を しない 、エア コン

を使って 涼しい 環境で 過ごし、 体調不 良を見 つけて もら

う様に周囲のつながりを持つこと。

脳のクールダウンで熱中症予防

熱中症 は、暑 さ、ス トレス、 働きす ぎなど による 自律

神経の酷使で起こる「脳のオーバーヒート」から始まる。

夜間の熱中症に注意。脳は最大の発熱器官。

温暖化 の影響 で熱中 症、とく に高齢 者の夜 間熱中 症が

増加。就寝中の脳をオーバーヒートさせない。

脳は最大の発熱器官

脳に快 適な環 境づく り①鼻呼 吸で脳 を冷や す。高 温多

湿の浴槽 は要注 意。② 脳の快適 な環境 づくり 。エア コン

の設定温 度は、24～ 26度で朝ま で。③適 度に体を 動かし

早めのクールダウン。脱水は寝ている間に起こりやすい、

就寝前と朝目覚めのコップ一杯の水飲みましょう。

１７９



家
族
会
と
し
て
築
い

た
絆６

月
26
日
、
全
動
労

が
結
成
さ
れ
て
か
ら
50

年
以
上
が
経
ち
ま
し
た
。

当
時
、
盛
岡
機
関
区
に

は
２
０
０
人
を
超
え
る

検
修
の
職
員
が
所
属
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
政
党
支
持
の
自
由

と
民
主
主
義
を
掲
げ
た

５
人
の
メ
ン
バ
ー
（
一
人

は
故
人
と
な
り
、
今
年

で
７
回
忌
）
と
、
そ
の
伴

侶
５
名
、
合
わ
せ
て
9

名
（
さ
ら
に
運
転
手
・
北

条
さ
ん
の
息
子
を
加
え

て
計
10

名
）
が
一
堂
に

会
し
、
50
周
年
の
思
い

出
を
振
り
返
り
、
当
時

家
族
会
と
し

て
築
い
た
絆

に
つ
い
て
語

り
合
う
こ
と

が
で
き
ま
し

た
。

も
っ
と
じ
っ

く
り
話
を
重

ね
れ
ば

結
成
当
時
、

全
動
労
委
員

長
で
あ
っ
た

武
田
功
さ
ん
は
、「
職
場

で
は
、
こ
れ
ま
で
一
緒

に
働
い
て
い
た
友
が
い

な
く
な
り
孤
独
だ
っ
た
。

一
人
ひ
と
り
に
オ
ル
グ

を
し
て
話
を
伝
え
理
解

を
得
て
も
、
翌
朝
に
は

態
度
が
変
わ
っ
て
し
ま

う
。
そ
の
瞬
間
、
も
っ
と

じ
っ
く
り
話
を
重
ね
れ

ば
、
わ
か
り
合
え
た
の

で
は
な
い
か
と
悔
し
く

思
う
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

職
場
で
は
セ
ク
ハ
ラ
や

パ
ワ
ハ
ラ
が
横
行
し
て

い
ま
し
た
が
、
そ
れ
に

向
き
合
う
中
で
家
族
の

支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
乗
り
越
え
る
こ
と
が

で
き
た
と
、
感
謝
の
言

葉
が
溢
れ
ま
し
た
。

家
族
会
と
支
え
合
い
、

仲
間
と
共
有
し
た
時

間

民
営
化
が
進
む
中
、

希
望
調
査
で
第
一
希
望

に
旅
客
会
社
、
第
二
希

望
に
貨
物
会
社
と
記
載

し
た
も
の
の
、
採
用
さ

れ
た
の
は
貨
物
会
社
で

し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
を

「
血
の
入
れ
替
え
」
の
機

会
と
捉
え
、
国
労
が
職

場
に
新
た
に
配
置
さ
れ
、

職
場
環
境
は
次
第
に
明

る
く
な
っ
た
。

家
族
会
と
支
え
合
い
、

仲
間
と
共
有
し
た
時
間
、

そ
し
て
政
党
支
持
の
自

由
や
民
主
主
義
を
守
り

抜
い
た
50
年
間
そ
の
年

月
を
超
え
て
、
改
め
て

語
り
合
え
た
こ
と
は
大

き
な
意
義
を
持
つ
ひ
と

と
き
で
し
た
。

6
月
30
日
、
い
わ
て

労
連
と
い
わ
て
非
正
規

セ
ン
タ
ー
は
最
賃
ロ
ン

グ
ラ
ン
宣
伝
を
行
い
ま

し
た
。

最
賃
引
き
上
げ
署

名
や
シ
ー
ル
投
票

15
時
か
ら
18
時
の
３

時
間
、
盛
岡
市
大
通
で

岩
手
の
最
賃
引
き
上
げ

署
名
や
シ
ー
ル
投

票
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。
最
賃
署
名

は
50
筆
集
ま
り
ま

し
た
。
シ
ー
ル
投
票

で
は
「
い
く
ら
の
時

給
な
ら
自
立
し
て

ま
と
も
に
暮
ら
せ

る
と
思
い
ま
す
か
？
」

と
聞
き
ま
し
た
。
１

０
8
人
が
投
票
に
参
加

し
て
、「
１
５
０
０
円
以

上
」
が
41
人
、「
１
８
０
０

円
以
上
」
が
62

人
と
い

う
結
果
で
し
た
。

最
賃
審
議
ス
タ
ー
ト

7
月
15
日
か
ら
は
岩

手
地
方
最
賃
審
議
会
で

今
年
の
最
賃
審
議
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

９
時
か
ら
労
働
局
前

で
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
宣

伝
を
行
い
ま
す
。「
岩
手

の
最
賃
引
き
上
げ
を
」

の
声
を
審
議
会
に
届
け

て
大
幅
引
き
上
げ
を
実

現
し
ま
し
ょ
う
。

い
わ
て
労
連
中
村
事
務
局
長

全
国
一
律
時
給
１
５
０
０
円
以
上
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NO６８

私
た
ち
は
報
復
し
な
い

～
侵
略
さ
れ
て
い
る
人
々
に
捧
ぐ
～

私
た
ち
は
報
復
し
な
い

そ
れ
が
唯
一
の
平
和

へ
の
道

あ
な
た
方
は
我
々
を
攻
撃
し

多
く
の
人
民
を

殺
し
た

私
た
ち
が
報
復
す
れ
ば
そ
ち
ら
の
多
く
の
人
民

を
殺
す

私
た
ち
は
歯
を
食
い
し
ば
っ
て
報
復
は
し
な
い

し
か
し

降
伏
も
し
な
い

あ
な
た
方
の
望
み
は
何
か

良
く
聞
い
て
み
た

いど
こ
へ
で
も
行
く
か
ら

そ
ち
ら
の
望
み
を
よ

く
聞
き
た
い

平
和
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
そ
う

八
幡
平
の
ド
ラ
ゴ

ン
ア
イ
。
６
月
に
ジ
ョ

イ
フ
ル
メ
ン
バ
ー
が

訪
れ
た
日
は
、
目
玉

を
か
こ
む
青
い
水
が

な
く
、
ド
ラ
イ
ア
イ

だ
っ
た
よ
う
だ
。
新

聞
で
は
、
沈
ん
で
い

た
氷
が
浮
き
水
が
見

え
な
く
な
っ
た
、
と

研
究
者
が
述
べ
て
い

た
。私

・
ぼ
ん
く
ら
の

見
解
は
こ
う
だ
。
下

界
で
、
農
水
大
臣
が

「
古
古
古
古
米
」
放

出
と
騒
ぎ
た
て
、
米

価
を
下
げ
さ
せ
た
と

鼻
を
高
く
す
る
姿
が

テ
レ
ビ
に
バ
ン
バ
ン

で
た
の
で
、
お
か
し

ず
ぎ
て
目
か
ら
笑
い

涙
バ
ン
バ
ン
放
出
が

原
因
だ
。

学
校
で
私
の
低
成

績
が
、
ク
ラ
ス
平
均

値
を
下
げ
た
。
安
い

米
を
店
で
売
れ
ば
、

米
の
平
均
価
格
は
下

が
る
。
あ
の
お
方
は

「
古
米
」
で
デ
ビ
ュ
ー

し
た
「
新
米
」
大
臣
。

人
気
取
り
は
お
上
手

だ
が
、
ホ
ン
モ
ノ
の

農
政
改
革
は
で
き
そ

う
も
な
い
。
で
も
、

さ
す
が
先
生
だ
。
計

算
高
い
な
あ
～
。

鏡
沼
は
、
静
か
な

湖
水
が
、
ま
わ
り
の

美
し
い
風
景
を
写
す

姿
を
鏡
に
た
と
え
名

が
つ
け
ら
れ
た
。
標

高
１
６
０
０
メ
ー
ト

ル
、
天
空
の
鏡
沼
。

下
界
の
こ
と
も
深
い

と
こ
ろ
ま
で
良
く
映

る
よ
う
だ
。

細
川
忠
雄

７
ぼ
ん
く
ら
の
見
解

昨
年
、
音
楽
教
師
か
ら
農
業
へ
賢
治
の
親
友
・
嘉
藤
治
の
生
涯
伝
え
る
本

を
瀬
川
正
子
さ
ん
が
出
版
し
た
。
彼
の
資
料
集
「
賢
治
さ
ん
の
人
格
・
芸
術
を

世
界
へ
藤
原
か
と
う
じ
が
残
し
た
も
の
」
著
者
正
子
さ
ん
は
、
全
動
労
結
成
に

関
わ
っ
た
瀬
川
勲
さ
ん
の
奧
さ
ん
で
す
。

１
９
９
９
年
、
造
園
業
を
営
む
瀬
川
夫
婦
は
ど
こ
か
に
園
芸
施
設
を
作
り
た

い
と
場
所
を
探
し
て
い
ま
し
た
。
す
る
と
、
紫
波
町
の
奥
羽
山
脈
の
裾
野
に
見

晴
ら
し
の
と
て
も
良
い
好
立
地
が
見
つ
か
り
、
偶
然
、
そ
の
土
地
が
嘉
藤
治
の

開
拓
地
だ
っ
た
の
で
す
。

嘉
藤
治
の
開
拓
地
に
園
芸
施
設
「
ビ
ュ
ー
ガ
ー
デ

ン
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

宮
沢
賢
治
の
親
友

藤
原
嘉
藤
治
所
蔵
資
料
集

瀬
川

正
子
編
集

宮
沢
賢
治
の
親
友
だ
っ
た
藤
原
嘉
藤
治
が
残
し
た
、
大
変
貴
重
な
資
料
類
を

よ
う
や
く
皆
様
へ
お
届
け
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
岩
手
県
紫
波
町
あ
づ
ま
ね
山
麓
の
開
拓
の
家
に
ひ
そ
か
に
眠
っ
て
い

た
も
の
で
す
。

嘉
藤
治
没
後
ほ
ぼ
半
世
紀
の
今
日
、
初
期
の
宮
沢
賢
治
全
集
文
圃
堂
版
、
十

字
屋
版
出
版
の
顛
末
が
宮
澤
清
六
と
嘉
藤
治
の
手
紙
に
よ
っ
て
は
っ
き
り
と
浮

か
び
上
が
り
ま
す
。

昭
和
20
年
敗
戦
直
前
に
郷
里
へ
引
き
上
げ
開
拓

農
家
の
道
へ
入
っ
た
嘉
藤
治
は
、
厳
し
い
開
拓
生

活
の
日
記
の
片
隅
に
「
賢
さ
ん
を
想
う
て
歩
い
た
」

「
や
は
り
宮
沢
賢
治
だ
」
と
書
き
残
し
て
あ
り
ま

し
た
。

「
賢
治
さ
ん
の
人
格
・
芸
術
を
世
界
へ

藤
原
か
と

う
じ
が
残
し
た
も
の
」

瀬
川
正
子

背
景
と
不
正
内
容

Ｊ
Ｒ
東
日
本
グ
ル
ー

プ
の
一
部
の
子
会
社
に

て
、
不
正
行
為
が
複
数

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

人
件
費
の
水
増
し
請

本
来
勤
務
す
る
人
数

を
過
剰
申
告
し
、
国
か

ら
の
補
助
金
を
多
く
受

け
取
る
手
法
。

グ
リ
ー
ン
料
金
の
不
正

収
受
:
グ
リ
ー
ン
車
で

の
料
金
を
収
受
せ
ず
、

不
適
切
な
利
益
を
得
る

行
為
。
こ
れ
ら
は
、
社

員
の
安
易
な
気
持
ち
や

親
会
社
に
よ
る
管
理
・

監
督
の
不
足
が
原
因
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

会
社
の
対
応
Ｊ
Ｒ
東

日
本
は
ガ
バ
ナ
ン
ス
強

化
を
目
的
と
し
た
委
員

会
を
設
置
し
、
以
下
の

対
応
を
発
表
し
ま
し
た
。

人
事
処
置
:

社
長
の

報
酬
の
一
部
返
上
や
関

係
す
る
子
会
社
社
長
の

辞
任
。

組
織
の
改
善
:

外
部

専
門
家
を
含
む
委
員
会

で
、
監
督
体
制
の
見
直

し
。

社
員
教
育
:

意
識
改

革
を
促
進
す
る
研
修
な

ど
。
信
頼
回
復
と
再
発

防
止
策
内
部
通
報
制
度

の
強
化
:

不
正
を
事

前
に
発
見
し
や
す
い
環

境
作
り
。

社
員
教
育
の
充
実
:
適

切
な
行
動
と
倫
理
観
を

育
成
。

透
明
性
の
向
上
:

グ

ル
ー
プ
全
体
で
適
正
な

運
営
を
目
指
す
。

今
回
の
不
正
は
グ
ル
ー

プ
全
体
の
信
頼
を
大
き

く
損
な
う
も
の
で
あ
り
、

再
発
防
止
策
を
着
実
に

実
施
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
信
頼

回
復
へ
向
け
て
、
地
道

な
努
力
が
続
け
ら
れ
る

こ
と
を
願
い
経
営
協
議

会
開
催
申
し
入
れ
ま
し

た

。

全
国
東
日
本
本
部
は
不
正
行
動
に
お
け
る

経
営
協
議
会
開
催
申
し
入
れ

６
月
14

日
、
天
気

（
太
陽
）
良
く
焼
石

岳
山
花
見
行
っ
て
来

ま
し
た
。

天
候
予
報
に
て
前
々

日
に
予
定
し
て
参
加

者
は
ジ
ョ
イ
フ
ル
３

人
と
潤
さ
ん
の
幼
な

じ

み

の

渡

辺

さ

ん

（
私
の
仕
事
関
係
会

社
社
長
）
で
す
。

朝
の
５
時
に
気
仙

沼
出
発
し
７
時
登
山

開
始
し
11
時
30
分
に

頂
上
。
３
６
０
度
快

晴
で
栗
駒
山
、
月
山
、

鳥
海
山
、
岩
手
山
、

早
池
峰
、
地
元
の
室

根
山
ま
で
（ﾊ

ﾞ
ｯ
ﾁ
ﾘ

）

バ
ッ
チ
リ
。
下
山
し

な
が
ら
東
焼
石
岳
ま

で
の
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー

ド
！
（
天
空
の
花
園
）

を
満
喫
し
ま
し
た
。

ひ
め
か
ゆ
温
泉
で

汗
流
し
て
サ
ッ
パ
リ

し
て
帰
宅
し
ま
し
た

（
最
高
）
残
っ
た
も

の
！
思
い
出
（
写
真
）

と
筋
肉
痛
、
日
焼
け
、

虫
刺
さ
さ
れ
、
洗
濯

物
と
、
帰
っ
て
か
ら

の
妻
の
小
言
か
な
？

（ｲ
ﾔ
ﾊ
ﾔ

）
参
っ
た
。

毎
回
で
す
が
大
事

に
な
ら
ず
済
ん
で
ま

す

日
出
欣
一


